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【背景と目的】周期性四肢運動(Periodic limb movement during sleep: PLMS)は睡眠中の四
肢不随意運動に伴う覚醒反応により、日中の眠気を呈するといわれている。その基準は周期
性四肢運動指数(PLMI)15/時間と設定されているが、その妥当性は評価されておらず、眠気の
規定因子も明らかではない。今回、治療前後の自覚的眠気水準変化及び PSG指標から、眠気
への影響因子と、眠気水準からみた妥当なカットオフについて解析した。
【対象及び方法】対象は、代々木睡眠クリニックにて他の睡眠障害を有さない、PLMS と判
断された患者 74名（男：42 女：32 平均年齢：48.5±16.0歳）である。自覚的過眠症状を
評価するエプワース眠気尺度（ESS）での病的領域である 11 点以上/11 点未満を従属変数、
性別、年齢、PLMI、肥満度を中央値でカテゴライズしたものを独立変数としてロジスティッ
ク回帰分析を行った。また、ドパミンアゴニストによる内服治療を受けていた 34例について
は、治療後の PLMI及び ESS変化を調べた。
【結果】PLMIは年齢と正の相関(r=0.46, p=0.01)を示したが、PLMに伴う覚醒反応の割合は
年齢の影響は認められなかった。ロジスティック回帰分析の結果、治療前の眠気に関連する
要因として、年齢のみが抽出された(OR=0.96, 95%CI=0.93-0.99, p<0.05)。
治療後の PLMIはほぼ全例で低下したが、ESS減少率と PLMI減少率の間に一定の関係は認
められなかった。ESS減少率が中央値(18％)以上であることを条件として ROC解析を行った
ところ、感度及び特異度が良好な治療前 PLMIは、31.5/時間であった。
【結論・考察】PLMI は年齢につれて上昇する一方で、PLMS による眠気は逆に減少する結
果となった。PLM 関連指標から、眠気の予測は困難であった。治療による ESS の改善効果
を期待するには、治療前 PLMIが少なくとも 30/時間以上であるであることが条件と考えられ
た。
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